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すべてはそこから始まった　


　このご時世、旅にも色々ある。温泉旅行、慰安旅行、海外旅行に始まって宇宙旅行も旅なら、瞑想旅行、薬物旅行、臨死（体験）旅行も「自分探し」の（ちょっと風変わりではあるけれど）旅には違いない。「死後の霊界旅行」は普通の能力の持ち主なら人生一回限定、最初で最後の旅立ちである。

　飛行機や汽車、バスなどを使ったいわゆる一般的な旅行から得た「人間面白スパイス」「世界摩訶不思議薬草」の始発駅に始まって、人生の終着コース「冥途への旅」までのことなどを、私の体験からお話ししてみたいと思う。

　だが、これは「地球の歩き方」のような、国内や海外の町や村を安全、正確、効率的に歩くための旅のガイドブックではない。ガイド本のように使って……人生のスパイスとして参考にしても意に反して立ち止まったり、想像を超えた危険にさらされるようなシチュエーションに遭遇したり……と、むしろリスキーな混乱状況を招いてしまうかもしれない内容になっている。

　実は、そこが狙いでもある。今、時代の流れに逆らって立ち止まり、せめて自分の足元だけでも見つめ直し、周囲の状況を引いて眺めてみるのも悪くない。急ぎ足で目いっぱい走りっ放しだった二十世紀の様相を静止視点で見れば、見慣れた風景でも今までとは全く異なった印象で見直すことができるかもしれない。

　世界が大変革し、世界が狭まった二十世紀の終わりから、新しい世紀へと移り変わったこの大きな変革の時期に我々は生きている。しかも、単なる世紀の移り変わりというだけでなく、千年紀、千年単位の世紀の移行期でもあった。その地球的な大きな節目に、ちょうど私は五十歳。人生、半世紀の節目を迎えた。

　我々の如き人種は世間一般の分類によれば「団塊の世代」と呼ばれ、「戦後のベビーブーム」のさなかにこの世に生を受けた年齢別人口構成比の中では、最も数だけは多く生息している世代人種でもある。

　日本の近未来、避けることのできない「少子高齢化」は、我々団塊の世代以降の日本国民が高齢化した場合、社会保障の財源である税金を納付する若年世代との人口比のアンバランスが問題になっている。我々世代は厄介な〝問題人〟か……。

　二十世紀末から新世紀への過渡期でもある現在、日本だけでなく世界全体を見渡せば、様々な難問奇問が横たわっていて、そのあまりの多さに、混乱の世を生きる民衆はたじろいでしまうばかりだ。エネルギー問題、環境汚染の問題、正体不明のウイルスの蔓延など、早急に解決策を見出さなければ先進国、発展途上国、人種の区別なく人類全体の存亡にもかかわる、深刻な問題も山積している。

　地震、火山噴火、異常気象などの天変地異や世間を揺るがす（しかも原因がハッキリしている）大事件など、衆目が一点に集中するような明白な問題なら、議論も具体的に成されるだろうし、対策、解決策も（隠蔽された他の大掛かりで大仕掛けの陰謀は別にして）一時的にせよ見つけられるかもしれない。

　しかし、情報（問題）が消化（解決）されないうちに、溢れんばかりに次々と情報が供給される時代だ。我々低いカーストの民衆が考えなければならない問題は、日常生活から世界の陰謀まで多岐にわたっていて、何を最優先に解決しなければならないのか、どこから手をつければいいのか完壁に見誤ってしまいそうである。

　我々の周辺にあるその数々の問題は、簡単な修理や奇想天外なアイデア（その場しのぎの解決策）だけではどうにも修理修繕できそうにもない処まで来ているような気がする。

　例えばバブル崩壊以降、何と十年余りも不景気にあえいでいる我が日本経済。その病いにすら特効薬はなく、オールマイティな解決策、一般民衆が泣いて喜ぶ決定打も切り札も、今のところ全くと言っていいくらい見当たらない。

「一つひとつ地道にやっていけば、やがては全てが丸く収まる」と諸評論家が青ざめた笑顔で説いても、全く説得力がない。「もぐら叩き」と同じで、ひとつ問題を叩いてもまたどこからか我々を嘲笑うかのように、問題は倍返しで涌いて出てくるのである。

　ひょっとすると我々は引き返すことの出来ない、決定的に誤った方向に突き進みつつあるのかもしれないし、まんまと〝見えざる敵の罠〟にはまり込んでいるのかもしれない。

　では、解決方法が見当たらない、といって「自然（地球）の地均し」を我々人間は手をこまねいて見ているだけでいいのだろうか。自然の地均しとは、自然淘汰でもある。

　地球にとって最大の敵、最悪の害毒は傲慢な我々人間種だろう。地上にへばりつき、エゴを剥き出しに生き存えるだけの生物なら、この先、一番初めに淘汰されてしまうのは我々人間種に違いないのである。

　我々人類は、有史以来この美しい惑星地球に対して数々の悪行を重ねてきた。とはいえ、地球の生理現象に委ねて、成す術もなく自然淘汰（人類の地球上からの消失）される訳にはいかないのである。ましてや、ごく一部の支配者たちの作為的なエゴによって、分類、淘汰の運命を背負うことなど断じて許せるものではない。

「地球救済」「魂救済」。そんな、壮大なテーマで、数多くの方々と数十年間語り合ってきた。

　其々互いに、今まで歩いてきた道も、現在のライフスタイルや環境、顔かたちも当然ながら違っている。だが、語り合っている中で相共振するイメージが浮かび上がってきたのである。「感性のアンテナ」が同じような方角を指している人たちが多く居ることに気付いた。そして、皆が似たような「危機感」を感じていたのだ。

「何とかしなくちゃね」

　すべてはそこから始まったのである。


パズルのピースを捨い集めるように


　私はペシミストではないが、人間、今のままの価値観を変えずにいれば、やがて各種宗教の予言、プリミティブな民族伝説で語られる予言……それらが警告し、示しているような「終末的、破壊的状況」を否が応でも地球上に迎えてしまうのではないかと危惧している。しかも、冷静に広い視野で観れば、残念ながら人間や地球はもう、小手先の修正技では決して完治しない末期症状の処まで来てしまったように思える。

　しかし、我々にはまだまだ「輝きを失ってはいない経験」と「少しばかりの智慧」と「若者には負けないパワー」がある。そして、夢や将来をあたかも放棄しているかのような生き方をしていた流浪の若者たちの中から、光り輝く眼を持ち、「限りない可能性」を秘めた「まだまだ捨てたものじゃない」新人類たちが数多く出現してきた。

「我々の未来を我々の望むように変革し、傷ついた瀕死寸前の地球を救う」

　そのためにはパラダイム(ある特定の時代の人々の物の見方や考え方、科学の根本理念)を、それまでには全くなかった形で「パーフェクトにシフト(変革)させる」しかない、と思っている。人類にとって初の試みかもしれない。

「神は自らに似せて人間を創造した」

　そうだとすれば、神の最大の特質である「創造性(無から有を生み出すクリエイティブな能力、意識、パワー)」は、我々人間の大脳旧皮質の奥底か、遺伝子情報の中に必ず組み込まれているはずなのだ。

　彼ら、輝く新人類の不可能を可能にする未知なる力や意識と、我々の時代を通した経験と見識とを合体させて共振させれば、今までにない全く「新しいヴィジョン」を創造させられるかもしれない。長く我々を呪縛していた〝古典的なパラダイム〟を変革する時、我々の魂は真の意味で解き放たれ、救われる。

「三次元から高次元への移行（次元移行）」

　私が撤いている地球近未来、人類将来のヴィジョンである。しかし、次元を移行させるだけの起爆剤は今のところまだない。

　次元を変えるほどのエネルギーを起爆させるには、地球上全人口の七〇～八〇％の「パーフェクトに共通したエネルギー、ヴィジョン」……、それを凝縮させた巨大なパワーが必須条件である。

　この一見不可能に思えるシナリオだが、有史以来、何度か人類はこの種のエネルギーを使い時代を大変革させてきた痕跡がある。頭で考えるほどそう難しいことではない。

　三次元世界の限界を示す何らかの兆候が現れ始めたその瞬間、地球上のチャクラに住む幾人かの人たちが（民族、宗教、思想を超えた）魂救済のための「リアリティーをもったヴィジョン」を描き始めるだろう。

　それら、個々のイメージが瞬く間に膨らんで、周囲の人々と共振し始める……、それが地球上のあらゆるポイントで連鎖反応的に起きて、全地球上に拡散していくのである。それは、脳内のシナプスが情報信号を瞬間で伝達することとシンクロしている。

　人類（魂）救済の普遍的なイメージが集合性無意識、民族性無意識、宇宙意識にまで上昇して「人類共通のヴィジョン」は実に瞬間のうちに地球上を覆い、瞬時に「パラダイム」はシフトされるのである。

　私はそう信じているし「思えば成る」のだ。

　語り合いや体験の中から、パズルのピースを拾い集めてみた。この一三口葉のエネルギーが現代に生きる若者の意識に一石を投じ、何か新たなイメージの起爆剤になれば幸いである。（二〇〇一年一〇月）


キッドナップ


「手伝おうか？」

　一人の郵便局員が話しかけてきた。

　どうせチップ目当ての副業なんだろうと思い、断ったが「いいよいいよ」と半ば強引に、勝手に私の荷物を梱包し始めた。

　その日は特に暑かったのと、男も制服に身を包みそれ程悪い人間には見えなかったし、「チップだけなら、ま、いいか」と任せることにした。男は手際よくパッキングを済ませ、書類を書いて窓口にまで運んでくれた。

　局員の親切さに少しばかり感動して、チップを渡そうとすると「いらないよ」と返されてしまった。思いがけないリアクションにあ然としていると、

「それより、一緒に冷たいものでも飲まないか」

　男が誘ってきた。

　一人だったし別に予定があるわけでもなく、断ろうにも断れる流れではない。男の後に付いてＧＰＯ中央郵便局を出ると、何故か正面玄関のすぐ前に車があり、しかも運転手が先に乗っている。タクシーでも営業車でもないその車に「乗れ」と言う。「何だか、おかしいぞ」「一介の局員が何故、こんな車を……」とためらっていたが、ドンと押されて車内に押し込まれてしまった。

　車に乗せられてから、明らかに男の様子が変わった。だが、そのことを訊ねることができない。自分でも「何かが始まったかもしれない」とアンテナが反応したのだが、密室内ゆえ、手も足も出せない状況だったのである。

　小一時間も走っただろうか、塀と緑に囲まれた平屋の一軒家の前で車は止まった。バンコク市内なら割と土地カンのある方だったが、車は不自然に猛スピードであちこちグルグル回ったために、その家が何処のエリアにあるのか途中で分からなくなってしまった。男に促されて車から降りた。

「普通ではない何かが起きている……」と感じつつも私はもう成す術がなく、緑に囲まれた家の玄関に続くアプローチを歩き始めた。塀に囲まれた中庭には四、五人、人相の悪い男たちが何をするでもなく私の方をチラチラ見ながら座っている。

「歩け！」「スマイル！」

　男の語気が急に強く、荒くなった。

　正面の玄関を見ると、まるで私の到着を待っていたかのように、初老の男が両手を広げて立ってる。そう言えば来る途中、車の中で男は「パパが君を待っている」「パパの前では絶対に笑顔を絶やさず、失礼のないように……」などと話していた。

　そのパパが笑顔で手招きをしている。ドンと背中を押され、私は何が何だか分からず、オドオドしたままパパの腕の中に入っていった。

「よく来たね」「ミスター・シモムラ」

　知るはずがないのに、パパは抱擁しながら耳元で私の名前を呼んだ。息が詰まった。

「どうして、私の名前が分かるんだ……」

　私の右肩に手を廻したパパは、穏やかな表情を作りながらも強引に家の中へと案内するのだった。やや広めの居間に大きな楕円形のテーブルがあった。その頂点に位置する椅子に座るよう促され、パパは正面向かい合わせ、もうひとつの頂点の座に腰を下ろした。部屋の中には他に二、三人の男女がいたようだった。

　異様な空気が部屋には漂っていた。皆の顔色や表情を見て、

「これは、かなりマズイことになりそうだ」

　恐怖の弦がピーンと張りつめるのを感じた。言われるままにその椅子に座ると、ササッと二人の男が近付いてきて私の両脇に立った。

「何なんだ」

　私はまだ、その場の状況をつかみ切れないでいた。

　相変わらずニコニコしながらもパパは、最近の冴えない雨空の天気のこと、どうでもいいバンコク景気に対する文句などをとりとめもなく話し出した。そして、またニヤリと、

「分かるだろう？」

　何を「分かれ」と言ってるんだ……。

　それより、ここが何処なのか、何が始まったのか……、何から何までまったく、さっぱり訳が分からない。どう応えて良いやらリアクションに困っていると、もう一度、今度は強くきつく、それでも顔は笑って、

「ミスター・シモムラ、分かるだろう？」

「君を、誘拐したんだよ」

　この小父さんも聞き慣れない、おかしなことを言うもんだ。言うに事を欠いて、何訳分からんことを言ってるんだ……。私の身体は狼狽と緊張で固まって、どうにもまだ、臨機応変な反応ができないでいる。頭脳をどうフル回転させても自分の現在置かれている状況が飲み込めないでいたのだ。そして、何か冷たく硬いものを両脇に感じた。

「コツン」と頭に何かが当たった。その衝撃と、非日常的な冷気と殺気に身がすくんで、チラッと横目で見ると〝ピストル〟のような影がこめかみの所に当たっている！

「キッドナップ」

　そう言っていたような気もする。「もしかすると……」とも考えたが、私は単なる一介の旅行者、観光客に過ぎない。

「いや、そんなことは絶対にあり得ないことだ！　政府関係者でも、商社の人間でもないんだから……」

　きっと、馬鹿馬鹿しいカン違いなんだろうと、必死になって訴えた。

「私は日本の札幌から来た、ありきたりの旅行者で、名前はシモムラ……」

　それでも、パパはこの上なく嬉しそうな笑顔で「それでいい、それでいいんだよ」といった目つきで領いている。その一見優しそうな表情が、なおのこと私を混乱させた。

　私は、そう簡単にこんな馬鹿げたシチュエーションを、やすやすと受け入れる訳にはいかない。悶えるように、思考と意識は必死に抵抗を続けた。

　最近の日本のテレビ局なら、〝やらせ〟など〝何でもあり〟と手も込んでいるだろうから、ひょっとすると例の〝ドッキリカメラ〟とか、隠しカメラの類ではなかろうかと、周囲を見廻してみた。

　しかし、そこにはカメラらしきものは見当たらず、明らかに普通ではない、目つきが鋭く、手には物騒なサバイバル道具を持ったアジア人たちがいるだけだった。いよいよ、追い詰められてしまった。他にカン違いの理由も、逃げ道も見当たらなくなってしまった。

「大丈夫。心配するな」「我々の言うことを大人しく聞けば、何も起こらない」

　映画のシーンではそんな台詞も聞いたことはある。が、実際に言われても、どう言葉を返したらいいのか分からない……。

「我々の要求は、金銭だけである」

　やみくもにそんなことを言われても、そのお金をどうすればいいのか、自分はどう対応すればいいのか分からないではないか。

それより、彼らの目をまともに見ることができなかった。私は生まれて初めて、悪魔のような〝犯罪者の目〟と出合っていた。それは身もすくむ〝氷の目〟だった。ＴＶのドラマやアクション映画に出てくる悪役なんぞとは目が違っている。スクリーンの中のあの悪役たちの目つきはむしろ可愛らしい、とさえ思ったものだ。

　目と目が合うと、無性に寒くなってくる。我々のような平凡な人間は、彼たちのような生粋の〝ワル、犯罪者の目〟だけで縛られてしまうのだ。目で縛られたあとは、身体の硬直化が始まる。そんな彼らの〝氷の目〟を見て、不本意ながらも我が身の置かれている状況を悟ったのかもしれない。

「本当にそうなのかもしれない……」

　少しでも現状を受け入れようとすると、身体がガタガタ、ワナワナ震え出す。信じがたいことだが、実際に〝誘拐〟が現実だとなれば頭に当てられているピストルは紛れもなく本物だということになる。

「ひどく危ない！」

　そう思うと、ますます身体が激しく震え出し、心や身体の震えを止めようと思えば思うほど、コントロールが利かなくなってしまうのだ。現状を受け入れてからも何をどう考えればいいのか、自分はどうすればいいのか、かいもく見当もつかなかった。

　こんな状況（誘拐された時）のシミュレーションなど、誰もやったことなどないだろう。何を話せばいいのか、どう対応すればいいのか、泣いて懇願すれば聞いてくれるのか、素直に恐怖を表して命ごいするのがいいか、命ごいはどう表現すればいいのか、まったく思い浮かばない。ただ、彼らの言ってることは必死に、一字一句、聴き逃すまい、と思った。英語はそれほどできるという訳でもなく、ポイントの部分を聞き間違えれば大変なことになるギリギリの状況にあるということだけは分かっている。

　しかし、自分の目の前で展開している「状況を現実的に認める」という簡単で当然な作業が、なかなかできなかったのである。

　〝誘拐〟という非日常的な事件はどう考えても自分とは結びつかなかった。それは、新聞やＴＶのニュースで報道される、自分とは次元の違う世界の出来事、遠い非日常であるはずだった。素直に受け入れたり、納得できるはずがない。だいたい、そんな現実が我が身に起きていることなど絶対に認めたくなかったのである。



  
  	マジックスパイス

  	＜魂の旅、アジア、医食同源そしてＮＹへ＞

  　下村泰山マスター・著　より抜粋

  
  	
  ご興味のある方…

  http://www.magicalshop.jp/?pid=4445460
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